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3	 前項の面接指導の結果必要と認めるときは、一定期間の就業禁止、労働時間の短縮、
配置転換その他健康保持上必要な措置を命ずることがある。

（ストレスチェック）
第61条　労働者に対しては、毎年1回、定期に、医師、保健師等による心理的な負担の程度を
把握するための検査（ストレスチェック）を行う。
2	 前項のストレスチェックの結果、ストレスが高く、面接指導が必要であると医師、保

健師等が認めた労働者に対し、その者の申出により医師による面接指導を行う。
3	 前項の面接指導の結果必要と認めるときは、就業場所の変更、作業の転換、労働時間

の短縮、深夜業の回数の減少等、必要な措置を命ずることがある。
（労働者の心身の状態に関する情報の適正な取扱い）
第62条　事業者は労働者の心身の状態に関する情報を適正に取り扱う。

（安全衛生教育）
第63条　労働者に対し、雇入れの際及び配置換え等により作業内容を変更した場合、その従事
する業務に必要な安全及び衛生に関する教育を行う。
2	 労働者は、安全衛生教育を受けた事項を遵守しなければならない。

（災害補償）
第64条　労働者が業務上の事由又は通勤により負傷し、疾病にかかり、又は死亡した場合は、
労基法及び労働者災害補償保険法（昭和 22 年法律第 50 号）に定めるところにより災害補償を
行う。

第11章　職業訓練
（教育訓練）
第65条　会社は、業務に必要な知識、技能を高め、資質の向上を図るため、労働者に対し、必
要な教育訓練を行う。
2	 労働者は、会社から教育訓練を受講するよう指示された場合には、特段の事由がない

限り教育訓練を受けなければならない。
3	 前項の指示は、教育訓練開始日の少なくとも 週間前までに該当労働者に対し文書で通

知する。

第12章　表彰及び制裁
（表彰）
第66条　会社は、労働者が次のいずれかに該当するときは、表彰することがある。
①	業務上有益な発明、考案を行い、会社の業績に貢献したとき。
②	永年にわたって誠実に勤務し、その成績が優秀で他の模範となるとき。
③	永年にわたり無事故で継続勤務したとき。
④	社会的功績があり、会社及び労働者の名誉となったとき。
⑤	前各号に準ずる善行又は功労のあったとき。
2	 表彰は、原則として会社の創立記念日に行う。また、賞状のほか賞金を授与する。
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（懲戒の種類）
第67条　会社は、労働者が次条のいずれかに該当する場合は、その情状に応じ、次の区分によ
り懲戒を行う。
①	けん責

始末書を提出させて将来を戒める。
②	減給

始末書を提出させて減給する。ただし、減給は 1 回の額が平均賃金の 1 日分の 5 割を超え
ることはなく、また、総額が1賃金支払期における賃金総額の1割を超えることはない。

③	出勤停止
始末書を提出させるほか、 日間を限度として出勤を停止し、その間の賃金は支給しない。

④	懲戒解雇
予告期間を設けることなく即時に解雇する。この場合において、所轄の労働基準監督署長

の認定を受けたときは、解雇予告手当（平均賃金の30日分）を支給しない。
（懲戒の事由）
第68条　労働者が次のいずれかに該当するときは、情状に応じ、けん責、減給又は出勤停止と
する。
①	正当な理由なく無断欠勤が〇日以上に及ぶとき。
②	正当な理由なくしばしば欠勤、遅刻、早退をしたとき。
③	過失により会社に損害を与えたとき。
④	素行不良で社内の秩序及び風紀を乱したとき。
⑤	第11条、第12条、第13条、第14条、第15条に違反したとき。
⑥	その他この規則に違反し又は前各号に準ずる不都合な行為があったとき。
2	 労働者が次のいずれかに該当するときは、懲戒解雇とする。ただし、平素の服務態度

その他情状によっては、第 51 条に定める普通解雇、前条に定める減給又は出勤停止
とすることがある。
①	重要な経歴を詐称して雇用されたとき。
②	正当な理由なく無断欠勤が 日以上に及び、出勤の督促に応じなかったとき。
③	正当な理由なく無断でしばしば遅刻、早退又は欠勤を繰り返し、 回にわたって注意を受

けても改めなかったとき。
④	正当な理由なく、しばしば業務上の指示・命令に従わなかったとき。
⑤	故意又は重大な過失により会社に重大な損害を与えたとき。
⑥	会社内において刑法その他刑罰法規の各規定に違反する行為を行い、その犯罪事実が明

らかとなったとき（当該行為が軽微な違反である場合を除く。）。
⑦	素行不良で著しく社内の秩序又は風紀を乱したとき。
⑧	数回にわたり懲戒を受けたにもかかわらず、なお、勤務態度等に関し、改善の見込みがな

いとき。
⑨	第12条、第13条、第14条、第15条に違反し、その情状が悪質と認められるとき。
⑩	許可なく職務以外の目的で会社の施設、物品等を使用したとき。
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⑪	職務上の地位を利用して私利を図り、又は取引先等より不当な金品を受け、若しくは求
め若しくは供応を受けたとき。

⑫	私生活上の非違行為や会社に対する正当な理由のない誹謗中傷等であって、会社の名誉
信用を損ない、業務に重大な悪影響を及ぼす行為をしたとき。

⑬	正当な理由なく会社の業務上重要な秘密を外部に漏洩して会社に損害を与え、又は業務
の正常な運営を阻害したとき。

⑭	その他前各号に準ずる不適切な行為があったとき。

【社内規程】懲戒委員会規程�
【社内様式】始末書（例）

第13章　公益通報者保護
（公益通報者の保護）
第69条　会社は、労働者から組織的又は個人的な法令違反行為等に関する相談又は通報があっ
た場合には、別に定めるところにより処理を行う。

第14章　副業・兼業
（副業・兼業）
第70条　労働者は、勤務時間外において、他の会社等の業務に従事することができる。
2	 会社は、労働者からの前項の業務に従事する旨の届出に基づき、当該労働者が当該業

務に従事することにより次の各号のいずれかに該当する場合には、これを禁止又は制
限することができる。
①	労務提供上の支障がある場合
②	企業秘密が漏洩する場合
③	会社の名誉や信用を損なう行為や、信頼関係を破壊する行為がある場合
④	競業により、企業の利益を害する場合

【指針】副業・兼業の促進に関するガイドライン� �
【モデル規程】「テレワーク就業規則」（在宅勤務規程）
「別紙1　テレワークを行う労働者の安全衛生を確保するためのチェックリスト
（事業者用）」及び「別紙2　自宅等においてテレワークを行う際の作業環境を
確認するためのチェックリスト（労働者用）」

附 則
（施行期日）
第1条　この規則は、_ 年 _ 月 _ 日から施行する。
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懲戒委員会規程 
 

 （⽬ 的） 
 第１条 この規程は、〇〇〇株式会社の従業員が、就業規則第  条（懲戒）の規定に該当
する場合、懲戒の種類その他を審議する⽬的で設置する懲戒委員会に関し必要な事項を定
めるものである。 
 （構成） 
 第２条 懲戒委員会は、取締役会の諮問機関と位置付け、社⻑を委員⻑とし、ほかに４名の
委員により構成する。 
 （１）取締役より１名 
 （２）営業本部⻑ 
 （３）⼈事部⻑ 
 （４）〇〇〇労働組合の推薦する者１名 
 （審議事項） 
 第３条 委員会は次の事項を審議する。 
 （1）懲戒処分の種類に関すること 
 （2）その他取締役会より諮問された事項 
 （弁明の機会の付与） 
 第４条 懲戒委員会は、審議に際して当事者に⼝頭⼜は書⾯による弁明の機会を与えなけ
ればならない。 
 （答申） 
 第５条 委員⻑は、審議の結果を、取締役会に対し答申する。 
 （守秘義務） 
 第６条 懲戒委員会の委員は、その職務上知り得た情報を漏らしてはならない。 
 （事務局） 
 第７条 委員会の事務は、総務部庶務課が⾏う。 

【社内規程】懲戒委員会規程
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年  月  日

代 表 取 締 役  

様  

所 属     

氏 名    印

始 末 書 （ 例 ）  

私 は 、  年  月  日 、 取 引 先 〇 〇 社 係 長 〇 〇 様 か ら 承 っ た

連 絡 事 項 に 係 る 伝 言 を 失 念 し て 〇 〇 営 業 課 長 に 連 絡 せ ず 帰 社 し ま し

た 。 そ れ に よ り 〇 〇 営 業 課 長 が 、 〇 〇 社 様 か ら ク レ ー ム を 受 け る こ

と と な り 、 営 業 の 機 会 を 逸 し て し ま い ま し た 。  

こ の こ と は 、 申 し 開 き で き な い 私 の ミ ス で あ り 、 深 く 反 省 を し て

お り ま す 。  

ま た 、 こ の こ と に よ り 会 社 に 多 大 な ご 迷 惑 を お か け し ま し た こ

と 、 深 く お 詫 び 申 し 上 げ ま す 。 か か る う え は 、 二 度 と こ の よ う な 不

始 末 を し な い よ う 努 め る と と も に 、 心 を 入 れ 替 え て 業 務 に 専 心 し て

参 る 所 存 で あ り ま す の で 、 今 回 は 寛 大 な ご 処 置 を 賜 り ま す よ う お 願

い 申 し 上 げ ま す 。  

こ の 度 の 不 始 末 に つ き ま し て は 、 本 書 を も ち ま し て 深 く お 詫 び 申

し 上 る 次 第 で ご ざ い ま す 。  

以  上

【社内様式】始末書（例）
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【指針】副業・兼業の促進に関するガイドライン ①
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【指針】副業・兼業の促進に関するガイドライン ②
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雇

用
さ

れ
な
い
働
き
方
も
含
め

、
そ

の
希

望
に

応
じ

て
幅

広
く

副
業
・
兼

業
を

行
え

る
環

境
を

整
備

す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

。

ま
た
、
い
ず
れ
の

形
態

の
副

業
・

兼
業

に
お

い
て

も
、

労
働

者
の

心
身

の
健

康
の

確
保

、

ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
実

現
の

観
点

か
ら

法
定

労
働

時
間

が
定

め
ら

れ
て

い
る

趣
旨

に
も

鑑

み
、
長
時
間
労
働
に
な

ら
な

い
よ

う
、

以
下

の
３

～
５

に
留

意
し

て
行

わ
れ

る
こ

と
が

必
要

で
あ
る
。

 

 １
副

業
・

兼
業

の
現

状

（
１

）
副

業
・

兼
業

を
希

望
す

る
者

は
年

々
増

加
傾

向
に

あ
る

。
副
業

・
兼
業

を
行

う
理

由
は

、

収
入
を

増
や

し
た

い
、
１

つ
の

仕
事

だ
け

で
は

生
活
で
き
な
い
、
自
分
が
活
躍
で
き
る
場
を
広

げ
る

、
様

々
な

分
野

の
人

と
つ

な
が

り
が

で
き

る
、
時
間
の
ゆ
と
り
が
あ
る
、
現
在
の
仕
事
で

必
要

な
能

力
を

活
用

・
向

上
さ

せ
る

等
さ

ま
ざ

ま
で

あ
り

、
ま

た
、

副
業

・
兼
業

の
形

態
も

、

正
社
員

、
パ

ー
ト
・
ア

ル
バ

イ
ト

、
会

社
役

員
、
起

業
に
よ
る
自
営
業
主
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。

（
２

）
副

業
・
兼

業
に
関

す
る

裁
判

例
で

は
、
労

働
者

が
労
働
時
間
以
外
の
時
間
を
ど
の
よ
う
に

利
用

す
る

か
は

、
基

本
的

に
は

労
働

者
の

自
由

で
あ
り
、
各
企
業
に
お
い
て
そ
れ
を
制
限
す
る

こ
と

が
許

さ
れ

る
の

は
、

例
え

ば
、

①
労

務
提

供
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

②
業

務
上

の
秘

密
が

漏
洩

す
る

場
合

③
競

業
に

よ
り

自
社

の
利

益
が

害
さ

れ
る

場
合

④
自

社
の

名
誉

や
信

用
を

損
な

う
行

為
や

信
頼

関
係
を
破
壊
す
る
行
為
が
あ
る
場
合

に
該

当
す

る
場

合
と

解
さ

れ
て

い
る

。

（
３

）
厚

生
労

働
省

が
平

成
年

１
月

に
改

定
し

た
モ
デ
ル
就
業
規
則
に
お
い
て
も
、「

労
働
者

は
、

勤
務

時
間

外
に

お
い

て
、

他
の

会
社

等
の

業
務
に

従
事
す

る
こ

と
が

で
き
る

。
」

と
さ
れ

て
い

る
。

２
副

業
・

兼
業

の
促

進
の

方
向

性

（
１

）
副

業
・

兼
業

は
、

労
働

者
と

企
業

そ
れ

ぞ
れ

に
メ
リ
ッ
ト
と
留
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

【
労

働
者

】

メ
リ

ッ
ト

：

①
離

職
せ

ず
と

も
別

の
仕

事
に

就
く

こ
と
が
可
能

と
な
り
、

ス
キ
ル
や
経
験

を
得
る

こ
と

で
、

労
働

者
が

主
体

的
に

キ
ャ

リ
ア

を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

②
本

業
の

所
得

を
活

か
し

て
、

自
分

が
や
り
た
い

こ
と
に
挑
戦
で
き
、

自
己

実
現
を

追
求

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

③
所

得
が

増
加

す
る

。

④
本

業
を

続
け

つ
つ

、
よ

り
リ

ス
ク

の
小
さ
い
形

で
将
来
の
起
業
・
転
職
に

向
け
た

準
備

・
試

行
が

で
き

る
。

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
は

、
副

業
・
兼

業
を

希
望

す
る

者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
中
、

安
心

し
て

副
業

・
兼

業
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
副

業
・

兼
業

の
場

合
に

お
け

る
労

働
時

間
管

理
や

健
康

管
理

等
に

つ
い

て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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 ３
企
業
の
対
応

（
１
）

基
本
的
な
考
え
方

裁
判
例
を
踏
ま
え
れ
ば

、
原

則
、
副

業
・
兼

業
を

認
め

る
方

向
と

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。

副
業
・
兼
業
を
禁
止
、
一

律
許

可
制

に
し

て
い

る
企

業
は

、
副

業
・
兼

業
が

自
社

で
の

業
務

に

支
障
を
も
た
ら
す
も
の

か
ど

う
か

を
今

一
度

精
査

し
た

う
え

で
、
そ

の
よ

う
な

事
情

が
な

け
れ

ば
、
労
働
時
間
以
外
の

時
間

に
つ

い
て

は
、
労

働
者

の
希

望
に

応
じ

て
、
原

則
、
副

業
・
兼

業

を
認
め
る
方
向
で
検
討

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
る

。

実
際
に
副
業
・
兼
業

を
進

め
る

に
当

た
っ

て
は

、
労

働
者

と
企

業
の

双
方

が
納

得
感

を
持

っ

て
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ

う
、
企

業
と

労
働

者
と

の
間

で
十

分
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
な

お
、
副

業
・
兼

業
に

係
る

相
談

、
自

己
申

告
等

を
行

っ
た

こ
と

に
よ
り
不
利
益
な
取
扱

い
を

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
。
加

え
て

、
企

業
の

副
業
・
兼

業
の

取
組

を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
労

働
者

の
職

業
選

択
を

通
じ

て
、
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
促

進

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

。

ま
た
、
労
働
契
約
法

第
３

条
第

４
項

に
お

い
て

、「
労

働
者

及
び

使
用

者
は

、
労

働
契

約
を

遵

守
す
る
と
と
も
に
、
信

義
に

従
い

誠
実

に
、
権

利
を

行
使

し
、
及

び
義

務
を

履
行

し
な

け
れ

ば

な
ら
な
い
。
」
と
さ
れ
て

い
る

（
信

義
誠

実
の

原
則

）
。

信
義
誠
実
の
原
則
に
基

づ
き

、
使

用
者

及
び

労
働

者
は

、
労

働
契

約
上

の
主

た
る

義
務
（

使

用
者
の
賃
金
支
払
義
務
、
労

働
者

の
労

務
提

供
義

務
）
の

ほ
か

に
、
多

様
な

付
随

義
務

を
負

っ

て
い
る
。

副
業
・
兼
業
の
場
合
に

は
、

以
下

の
点

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

。

ア
安
全
配
慮
義
務

労
働

契
約

法
第

５
条

に
お

い
て

、
「

使
用

者
は

、
労

働
契

約
に

伴
い

、
労

働
者

が
そ

の
生

命
、
身
体
等
の
安
全

を
確

保
し

つ
つ

労
働

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
必

要
な

配
慮

を
す

る

も
の
と
す
る
。
」
と

さ
れ

て
お

り
（

安
全

配
慮

義
務

）
、

副
業

・
兼

業
の

場
合

に
は

、
副

業
・

兼
業
を
行
う
労
働
者
を

使
用

す
る

全
て

の
使

用
者

が
安

全
配

慮
義

務
を

負
っ

て
い

る
。

副
業
・
兼
業
に
関

し
て

問
題

と
な

り
得

る
場

合
と

し
て

は
、
使

用
者

が
、
労

働
者

の
全

体

と
し
て
の
業
務
量
・
時

間
が

過
重

で
あ

る
こ

と
を

把
握

し
な

が
ら

、
何

ら
の

配
慮

を
し

な
い

ま
ま
、
労
働
者
の
健

康
に

支
障

が
生

ず
る

に
至

っ
た

場
合

等
が

考
え

ら
れ

る
。

こ
の
た
め
、

・
就
業
規
則
、
労

働
契

約
等
（

以
下

こ
の
（

１
）
に

お
い

て
「

就
業

規
則

等
」
と

い
う

。
）

に
お
い
て
、
長
時
間

労
働

等
に

よ
っ

て
労

務
提

供
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

に
は

、
副

業
・

兼
業
を
禁
止
又
は
制

限
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
て

お
く

こ
と

・
副
業
・
兼
業
の
届

出
等

の
際

に
、
副

業
・
兼

業
の

内
容

に
つ

い
て

労
働

者
の

安
全

や
健

康
に
支
障
を
も
た

ら
さ

な
い

か
確

認
す

る
と

と
も

に
、
副

業
・
兼

業
の

状
況

の
報

告
等

に

つ
い
て
労
働
者
と

話
し

合
っ

て
お

く
こ

と

・
副
業
・
兼
業
の

開
始

後
に

、
副

業
・
兼

業
の

状
況

に
つ

い
て

労
働

者
か

ら
の

報
告

等
に

よ
り
把
握
し
、
労

働
者

の
健

康
状

態
に

問
題

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
は

適
切

な
措

置
を

講

 

 
な
お

、
労

働
基

準
法

（
以

下
「

労
基

法
」

と
い

う
。
）
の
労
働
時
間
規
制
、
労
働
安
全
衛
生

法
の
安

全
衛

生
規

制
等

を
潜

脱
す

る
よ

う
な

形
態

や
、
合
理
的
な
理
由
な
く
労
働
条
件
等
を

労
働
者

の
不

利
益

に
変

更
す

る
よ

う
な

形
態

で
行

わ
れ
る
副
業
・
兼
業
は
、
認
め
ら
れ
ず
、

違
法
な

偽
装

請
負

の
場

合
や

、
請

負
で

あ
る

か
の

よ
う
な
契
約
と
し
て
い
る
が
実
態
は
雇
用

契
約

だ
と

認
め

ら
れ

る
場

合
等

に
お

い
て

は
、

就
労

の
実
態
に
応
じ
て
、

労
基
法
、
労
働
安

全
衛

生
法

等
に

お
け

る
使

用
者

責
任

が
問

わ
れ

る
。
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エ
誠
実
義
務

誠
実
義
務
に
基
づ
き

、
労

働
者

は
秘

密
保

持
義

務
、
競

業
避

止
義

務
を

負
う

ほ
か

、
使

用

者
の
名
誉
・
信
用
を
毀

損
し

な
い

な
ど

誠
実

に
行

動
す

る
こ

と
が

要
請

さ
れ

る
。

こ
の
た
め
、

・
就
業
規
則
等
に

お
い

て
、
自

社
の

名
誉

や
信

用
を

損
な

う
行

為
や

、
信

頼
関

係
を

破
壊

す
る
行
為
が
あ
る
場

合
に

は
、
副

業
・
兼

業
を

禁
止
又

は
制

限
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と

と
し
て
お
く
こ
と

・
副
業
・
兼
業
の

届
出

等
の

際
に

、
そ

れ
ら

の
お

そ
れ

が
な

い
か

確
認

す
る

こ
と

等
が
考
え
ら
れ
る
。

オ
副
業
・
兼
業
の
禁

止
又

は
制

限

（
ア
）

副
業
・
兼
業

に
関

す
る

裁
判

例
に

お
い

て
は

、

・
労
働
者
が
労
働

時
間

以
外

の
時

間
を

ど
の

よ
う

に
利

用
す

る
か

は
、
基

本
的

に
は

労

働
者
の
自
由
で

あ
る

こ
と

・
例
外
的
に
、
労

働
者

の
副

業
・
兼

業
を

禁
止

又
は

制
限

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
さ

れ

た
場
合
と
し
て

は

①
労
務
提
供
上

の
支

障
が

あ
る

場
合

②
業
務
上
の

秘
密

が
漏

洩
す

る
場

合

③
競
業
に
よ

り
自

社
の

利
益

が
害

さ
れ

る
場

合

④
自
社
の
名

誉
や

信
用

を
損

な
う

行
為

や
信

頼
関

係
を

破
壊

す
る

行
為

が
あ

る
場

合

が
認
め
ら
れ
て
い

る
。

こ
の
た
め
、
就
業

規
則

に
お

い
て

、

・
原
則
と
し
て
、

労
働

者
は

副
業

・
兼

業
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

こ
と

・
例
外
的
に
、
上

記
①

～
④

の
い

ず
れ

か
に

該
当

す
る

場
合

に
は

、
副

業
・
兼

業
を

禁

止
又
は
制
限
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
て

お
く

こ
と

等
が
考
え
ら
れ
る
。

（
イ
）

な
お
、
副
業
・
兼

業
に

関
す

る
裁

判
例

に
お

い
て

は
、
就

業
規

則
に

お
い

て
労

働
者

が
副
業
・
兼
業
を

行
う

際
に

許
可

等
の

手
続

を
求

め
、
こ

れ
へ

の
違

反
を

懲
戒

事
由

と
し

て
い
る
場
合
に
お

い
て

、
形

式
的

に
就

業
規

則
の

規
定

に
抵

触
し

た
と

し
て

も
、
職

場
秩

序
に
影
響
せ
ず
、
使

用
者

に
対

す
る

労
務

提
供

に
支

障
を

生
ぜ

し
め

な
い

程
度
・
態

様
の

も
の
は
、
禁
止
違

反
に

当
た

ら
な

い
と

し
、

懲
戒

処
分

を
認

め
て

い
な

い
。

こ
の
た
め
、
労
働

者
の

副
業
・
兼

業
が

形
式

的
に

就
業

規
則

の
規

定
に

抵
触

す
る

場
合

で
あ
っ
て
も
、
懲
戒

処
分

を
行

う
か

否
か

に
つ

い
て

は
、
職

場
秩

序
に

影
響

が
及

ん
だ

か

否
か
等
の
実
質
的
な

要
素

を
考

慮
し

た
上

で
、
あ

く
ま

で
も

慎
重

に
判

断
す

る
こ

と
が

考

 

 
ず
る

こ
と

等
が
考

え
ら

れ
る

。

イ
秘

密
保

持
義

務

労
働

者
は

、
使

用
者

の
業

務
上

の
秘

密
を

守
る

義
務
を
負
っ
て
い
る
（
秘
密
保
持
義
務
）
。

副
業
・
兼

業
に

関
し

て
問

題
と

な
り

得
る

場
合

と
し
て
は
、
自
ら
使
用
す
る
労
働
者
が
業

務
上

の
秘

密
を

他
の

使
用

者
の

下
で

漏
洩

す
る

場
合
や
、
他
の
使
用
者
の
労
働
者
（
自
ら
の

労
働

者
が

副
業

・
兼

業
と

し
て

他
の

使
用

者
の

労
働

者
で

あ
る

場
合

を
含

む
。
）

が
他

の
使

用
者

の
業

務
上

の
秘

密
を

自
ら

の
下

で
漏

洩
す

る
場

合
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
の

た
め

、

・
就

業
規

則
等

に
お

い
て

、
業

務
上

の
秘

密
が

漏
洩
す
る
場
合
に
は
、
副
業
・
兼
業
を
禁

止
又

は
制

限
す

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
と

し
て

お
く
こ
と

・
副

業
・
兼

業
を

行
う

労
働

者
に

対
し

て
、
業

務
上
の
秘
密
と
な
る
情
報
の
範
囲
や
、
業

務
上

の
秘

密
を

漏
洩

し
な

い
こ

と
に

つ
い

て
注

意
喚
起
す
る
こ
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。

ウ
競

業
避

止
義

務

労
働

者
は

、
一

般
に

、
在

職
中

、
使

用
者

と
競

合
す
る
業
務
を
行
わ
な
い
義
務
を
負
っ
て

い
る

と
解

さ
れ

て
い

る
（

競
業

避
止

義
務

）
。

副
業
・
兼

業
に

関
し

て
問

題
と

な
り

得
る

場
合

と
し
て
は
、
自
ら
使
用
す
る
労
働
者
が
他

の
使
用

者
の

下
で

も
労

働
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
自
ら
に
対
し
て
当
該
労
働
者
が
負
う
競
業

避
止
義

務
違

反
が

生
ず

る
場

合
や

、
他

の
使

用
者

の
労
働
者
を
自
ら
の
下
で
も
労
働
さ
せ
る

こ
と
に

よ
っ

て
、
他

の
使

用
者

に
対

し
て

当
該

労
働
者
が
負
う
競
業
避
止
義
務
違
反
が
生
ず

る
場
合

が
考

え
ら

れ
る

。

し
た

が
っ

て
、
使

用
者

は
、
競

業
避

止
の

観
点

か
ら
、
労
働
者
の
副
業
・
兼
業

を
禁
止
又

は
制

限
す

る
こ

と
が

で
き

る
が

、
競

業
避

止
義

務
は
、
使
用
者
の
正
当
な
利
益
を
不
当
に
侵

害
し

て
は

な
ら

な
い

こ
と

を
内

容
と

す
る

義
務

で
あ
り
、
使
用
者
は
、
労
働
者
の
自
ら
の
事

業
場

に
お

け
る

業
務

の
内

容
や

副
業
・
兼

業
の

内
容
等
に
鑑
み
、
そ
の
正
当
な
利
益
が
侵
害

さ
れ

な
い

場
合

に
は

、
同

一
の

業
種
・
職

種
で

あ
っ

て
も
、
副
業
・
兼
業
を
認

め
る
べ
き
場

合
も

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、

・
就

業
規

則
等

に
お

い
て

、
競

業
に

よ
り

、
自

社
の

正
当

な
利

益
を

害
す

る
場

合
に

は
、

副
業

・
兼

業
を

禁
止

又
は

制
限

す
る

こ
と

が
で

き
る
こ
と
と
し
て
お
く
こ
と

・
副

業
・
兼

業
を

行
う

労
働

者
に

対
し

て
、
禁

止
さ
れ
る
競
業
行
為
の
範
囲
や
、
自
社
の

正
当

な
利

益
を

害
し

な
い

こ
と

に
つ

い
て

注
意

喚
起

す
る
こ
と

・
他

社
の

労
働

者
を

自
社

で
も

使
用

す
る

場
合

に
は
、
当
該
労
働
者
が
当
該
他
社
に
対
し

て
負

う
競

業
避

止
義

務
に

違
反

し
な

い
よ

う
確

認
や
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と

等
が

考
え

ら
れ

る
。
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に

つ
い

て
は

そ
の

適
用

に
お

い
て

自
ら

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

及
び

他
の

使
用

者
の
事
業
場
に
お
け

る
労

働
時

間
が

通
算

さ
れ

る
。

な
お
、
労
働
時
間
を

通
算

し
て

法
定

労
働

時
間

を
超

え
る

場
合

に
は

、
長

時
間

の
時

間

外
労
働
と
な
ら
な
い
よ

う
に

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

（
ウ
）

通
算
さ
れ
な
い

規
定

時
間
外
労
働
（
労

基
法

第
条

）
の

う
ち

、
労

基
法

第
条

第
１

項
の

協
定
（

以
下

「
協
定
」
と
い
う

。
）
に

よ
り

延
長

で
き

る
時

間
の

限
度

時
間
（

同
条

第
４

項
）
、

協

定
に

特
別

条
項

を
設

け
る

場
合

の
１

年
に

つ
い

て
の

延
長

時
間

の
上

限
（

同
条

第
５

項
）

に
つ
い
て
は
、
個
々
の

事
業

場
に

お
け

る
協

定
の

内
容

を
規

制
す

る
も

の
で

あ
り

、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
場
に

お
け

る
延

長
時

間
を

定
め

る
こ

と
と

な
る

。

ま
た
、

協
定
に
お

い
て

定
め

る
延

長
時

間
が

事
業

場
ご

と
の

時
間

で
定

め
ら

れ
て

い

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
場

に
お

け
る

時
間

外
労

働
が

協
定

に
定
め

た
延

長

時
間
の
範
囲
内
で
あ
る

か
否

か
に

つ
い

て
は

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

他

の
使
用
者
の
事
業
場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

は
通

算
さ

れ
な

い
。

休
憩
（
労
基
法
第

条
）
、
休

日
（

労
基

法
第

条
）
、
年

次
有

給
休

暇
（

労
基

法
第

条
）
に
つ
い
て
は
、
労

働
時

間
に

関
す

る
規

定
で

は
な

く
、
そ

の
適

用
に

お
い

て
自

ら

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

及
び

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
は

通

算
さ
れ
な
い
。

イ
副
業
・
兼
業
の
確
認

（
ア
）

副
業
・
兼
業

の
確

認
方

法

使
用
者
は
、
労
働

者
か

ら
の

申
告

等
に

よ
り

、
副

業
・
兼

業
の

有
無
・
内

容
を

確
認

す

る
。 そ
の
方
法
と
し
て

は
、
就

業
規

則
、
労

働
契

約
等

に
副

業
・
兼

業
に

関
す

る
届
出

制
を

定
め
、
既
に
雇
い
入

れ
て

い
る

労
働

者
が

新
た

に
副

業
・
兼

業
を

開
始

す
る

場
合

の
届

出

や
、
新
た
に
労
働
者

を
雇

い
入

れ
る

際
の

労
働

者
か

ら
の

副
業
・
兼

業
に

つ
い

て
の

届
出

に
基
づ
く
こ
と
等
が

考
え

ら
れ

る
。

使
用
者
は
、
副
業
・
兼

業
に

伴
う

労
務

管
理

を
適

切
に

行
う

た
め

、
届

出
制

な
ど

副
業
・

兼
業
の
有
無
・
内
容
を

確
認

す
る

た
め

の
仕

組
み

を
設

け
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

（
イ
）

労
働
者
か
ら
確
認

す
る

事
項

副
業

・
兼

業
の

内
容

と
し

て
確

認
す

る
事

項
と

し
て

は
、

次
の

も
の

が
考

え
ら

れ
る

。

・
他
の
使
用
者
の

事
業

場
の

事
業

内
容

・
他
の
使
用
者
の
事

業
場

で
労

働
者

が
従

事
す

る
業

務
内

容

・
労
働
時
間
通
算

の
対

象
と

な
る

か
否

か
の

確
認

労
働

時
間

通
算

の
対

象
と

な
る

場
合

に
は

、
併

せ
て

次
の

事
項

に
つ

い
て

確
認

し
、

各
々
の
使
用
者
と
労
働

者
と

の
間

で
合

意
し

て
お

く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

 

 
え

ら
れ

る
。

（
２

）
労

働
時

間
管

理

労
基

法
第

条
第

１
項
で

は
「

労
働

時
間

は
、

事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、

労
働

時
間

に
関

す
る

規
定

の
適

用
に

つ
い

て
は

通
算

す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、「

事
業
場

を
異

に
す

る
場

合
」
と

は
事

業
主

を
異

に
す

る
場

合
を
も
含
む
（
労
働
基
準
局
長
通
達
（

昭
和

年
５

月
日

付
け

基
発

第
号

）
）

と
さ

れ
て
い
る
。

労
働

者
が

事
業

主
を

異
に

す
る

複
数

の
事

業
場

で
労
働

す
る

場
合

に
お

け
る

労
基

法
第

条
第

１
項

の
規

定
の

解
釈

・
運

用
に

つ
い

て
は

、
次

の
と
お
り
で
あ
る

。

ア
労

働
時

間
の

通
算

が
必

要
と

な
る

場
合

（
ア

）
労

働
時

間
が

通
算

さ
れ

る
場

合

労
働

者
が

、
事

業
主

を
異

に
す

る
複

数
の

事
業

場
に
お

い
て

、
「

労
基

法
に

定
め

ら
れ

た
労

働
時

間
規

制
が

適
用

さ
れ

る
労

働
者

」
に

該
当
す
る
場
合
に
、
労
基
法
第

条
第

１
項

の
規

定
に

よ
り

、
そ

れ
ら

の
複

数
の

事
業

場
に
お

け
る

労
働

時
間

が
通

算
さ

れ
る

。

次
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
は

、
そ

の
時

間
は
通
算
さ
れ
な
い
。

・
労

基
法

が
適

用
さ

れ
な

い
場

合
（

例
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
、
独
立
、
起
業
、
共

同
経
営
、

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

、
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
顧

問
、
理
事
、
監
事
等
）

・
労

基
法

は
適

用
さ

れ
る

が
労

働
時

間
規

制
が
適
用
さ
れ
な
い
場
合
（
農
業
・
畜
産
業
・

養
蚕

業
・
水

産
業

、
管

理
監

督
者
・
機

密
事

務
取
扱

者
、
監
視
・
断
続
的
労
働
者
、
高

度
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
ル

制
度

）

な
お

、
こ

れ
ら

の
場

合
に

お
い

て
も

、
過

労
等

に
よ
り
業
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う

に
す

る
観

点
か

ら
、
そ

の
者

か
ら

の
申

告
等

に
よ
り
就
業
時
間
を
把
握
す
る
こ
と
等
を
通

じ
て

、
就

業
時

間
が

長
時

間
に

な
ら

な
い

よ
う

配
慮
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
イ

）
通

算
し

て
適

用
さ

れ
る

規
定

法
定

労
働

時
間

（
労

基
法

第
条

）
に

つ
い
て
、
そ
の
適
用
に
お
い
て
自
ら
の
事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
及

び
他

の
使

用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

が
通

算
さ

れ

る
。 時

間
外

労
働

（
労

基
法

第
条

）
の

う
ち

、
時
間
外
労
働
と
休
日
労
働
の
合
計
で
単

月
時

間
未

満
、

複
数

月
平

均
時

間
以

内
の

要
件
（
同
条
第
６
項
第
２
号
及
び
第

３
号

）
に

つ
い

て
は

、
労

働
者

個
人

の
実

労
働

時
間
に
着
目
し
、
当
該
個
人
を
使
用
す
る

使
用

者
を

規
制

す
る

も
の

で
あ

り
、
そ

の
適

用
に

お
い
て
自
ら
の
事
業
場
に
お
け
る
労
働

時
間

及
び

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時
間
が
通
算
さ
れ
る
。

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

（
労

基
法

第
条
第
３
項
か
ら
第
５
項
ま
で
及
び
第
６
項

（
第

２
号

及
び

第
３

号
に

係
る

部
分

に
限

る
。
）
）

が
適
用
除
外
（
同
条
第

項
）
又
は

適
用

猶
予
（

労
基

法
第

条
第

２
項

、
第

条
第
２
項
、
第

条
第
４
項
若
し
く

は
第

条
）
さ

れ
る

業
務
・
事

業
に

つ
い

て
も
、
法
定
労
働
時
間
（
労
基
法
第

条
）
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制
度
に
お
け
る
法

定
労

働
時

間
を

超
え

る
部

分
の

有
無

を
確

認
す

る
。

ｂ
通
算
し
て
時
間

外
労

働
と

な
る

部
分

自
ら

の
事

業
場

に
お

け
る

所
定

労
働

時
間

と
他

の
使

用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

所

定
労
働
時
間
と

を
通

算
し

て
、
自

ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間

制
度

に
お

け
る

法
定

労
働

時
間
を
超
え
る

部
分

が
あ

る
場

合
は

、
時

間
的

に
後

か
ら

労
働

契
約

を
締

結
し

た
使

用

者
に

お
け

る
当

該
超

え
る

部
分

が
時

間
外

労
働

と
な

り
、

当
該

使
用

者
に

お
け

る

協
定
で
定
め
る
と

こ
ろ

に
よ

っ
て

行
う

こ
と

と
な

る
。

ｃ
所
定
労
働
時
間

の
把

握

他
の
使
用
者
の

事
業

場
に

お
け

る
所

定
労

働
時

間
は

、
イ
（

イ
）
の

と
お

り
、
副
業
・

兼
業
の
確
認
の
際

に
把

握
し

て
お

く
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

（
ウ
）

副
業
・
兼
業
の

開
始

後
（

所
定

外
労

働
時

間
の

通
算

）

ａ
所
定
外
労
働

時
間

の
通

算

（
イ
）
の
所
定

労
働

時
間

の
通

算
に

加
え

て
、
副

業
・
兼

業
の

開
始

後
に

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
所

定
外

労
働

時
間

と
他

の
使

用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

所
定

外
労

働
時
間
と
を
当
該

所
定

外
労

働
が

行
わ

れ
る

順
に

通
算

し
て

、
自

ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間
制
度
に
お
け

る
法

定
労

働
時

間
を

超
え

る
部

分
の

有
無

を
確

認
す

る
。

※
自
ら
の
事

業
場

で
所

定
外

労
働

が
な

い
場

合
は

、
所

定
外

労
働

時
間

の
通

算
は

不

要
で
あ
る
。

※
自
ら
の
事
業

場
で

所
定

外
労

働
が

あ
る

が
、
他

の
使

用
者

の
事

業
場

で
所

定
外

労

働
が

な
い

場
合

は
、

自
ら

の
事

業
場

の
所

定
外

労
働

時
間

を
通

算
す

れ
ば

足
り

る
。

ｂ
通
算
し
て
時

間
外

労
働

と
な

る
部

分

所
定
労
働
時

間
の

通
算

に
加

え
て

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
所

定
外

労
働

時
間

と

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
所

定
外

労
働

時
間

と
を

当
該

所
定

外
労

働
が

行
わ

れ
る
順
に
通
算

し
て

、
自

ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間

制
度

に
お

け
る

法
定

労
働

時
間

を

超
え
る
部
分
が

あ
る

場
合

は
、

当
該

超
え

る
部

分
が

時
間

外
労

働
と

な
る

。

各
々
の
使
用

者
は

、
通

算
し

て
時

間
外

労
働

と
な

る
時

間
の

う
ち

、
自

ら
の

事
業

場

に
お
い
て
労
働

さ
せ

る
時

間
に

つ
い

て
は

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
協
定

の
延

長
時
間
の
範
囲
内

と
す

る
必

要
が

あ
る

。

各
々
の
使
用

者
は

、
通

算
し

て
時

間
外

労
働

と
な

る
時

間
（

他
の

使
用

者
の

事
業

場

に
お

け
る

労
働

時
間

を
含

む
。
）

に
よ

っ
て

、
時

間
外

労
働

と
休

日
労

働
の

合
計

で
単

月
時
間
未

満
、
複

数
月

平
均

時
間

以
内

の
要

件
（

労
基

法
第

条
第

６
項

第

２
号
及
び
第
３
号

）
を

遵
守

す
る

よ
う

、
１

か
月

単
位

で
労

働
時

間
を

通
算

管
理

す
る

必
要
が
あ
る
。

 

 
・

他
の

使
用

者
と

の
労

働
契

約
の

締
結

日
、

期
間

・
他

の
使

用
者

の
事

業
場

で
の

所
定

労
働

日
、

所
定
労
働
時
間
、
始
業
・
終
業
時
刻

・
他

の
使

用
者

の
事

業
場

で
の

所
定

外
労

働
の

有
無
、
見
込
み
時
間
数
、
最
大
時
間
数

・
他

の
使

用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

実
労

働
時

間
等
の
報
告
の
手
続

・
こ

れ
ら

の
事

項
に

つ
い

て
確

認
を

行
う

頻
度

ウ
労

働
時

間
の

通
算

（
ア

）
基

本
的

事
項

ａ
労

働
時

間
を

通
算

管
理

す
る

使
用

者

副
業
・
兼

業
を

行
う

労
働

者
を

使
用

す
る

全
て

の
使
用
者
（
ア
（
ア
）
に
お
い
て
労

働
時

間
が

通
算

さ
れ

な
い

場
合

と
し

て
掲

げ
ら

れ
て

い
る

業
務

等
に

係
る

も
の

を
除

く
。
）
は

、
労

基
法

第
条

第
１

項
の

規
定

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
自
ら
の
事
業
場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

を
通

算
し

て
管

理
す

る
必

要
が

あ
る

。

ｂ
通

算
さ

れ
る

労
働

時
間

労
基

法
第

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
労

働
時
間
の
通
算
は
、
自
ら
の
事
業
場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

労
働

者
か

ら
の

申
告

等
に

よ
り

把
握

し
た

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

を
通

算
す

る
こ

と
に

よ
っ
て
行
う
。

ｃ
基

礎
と

な
る

労
働

時
間

制
度

労
基

法
第

条
第

１
項
の

規
定

に
よ

る
労

働
時
間
の
通
算
は
、
自
ら
の
事
業
場
に

お
け

る
労

働
時

間
制

度
を

基
に

、
労

働
者

か
ら

の
申
告
等
に
よ
り
把
握
し
た
他
の
使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
と

通
算

す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。

週
の

労
働

時
間

の
起

算
日

又
は

月
の

労
働

時
間
の
起
算
日
が
、
自
ら
の
事
業
場
と
他

の
使

用
者

の
事

業
場

と
で

異
な

る
場

合
に

つ
い

て
も
、
自
ら
の
事
業
場
の
労
働
時
間
制

度
に

お
け

る
起

算
日

を
基

に
、
そ

こ
か

ら
起

算
し
た
各
期
間
に
お
け
る
労
働
時
間
を
通

算
す

る
。

ｄ
通

算
し

て
時

間
外

労
働

と
な

る
部

分

自
ら

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

と
他

の
使

用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時

間
と

を
通

算
し

て
、
自

ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間

制
度
に
お
け
る
法
定
労
働
時
間
を
超

え
る

部
分

が
、

時
間

外
労

働
と

な
る

。

（
イ

）
副

業
・

兼
業

の
開

始
前

（
所

定
労

働
時

間
の

通
算
）

ａ
所

定
労

働
時

間
の

通
算

副
業
・
兼

業
の

開
始

前
に

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け
る
所
定
労
働
時
間
と
他
の
使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
所

定
労

働
時

間
と

を
通

算
し
て
、
自
ら
の
事
業
場
の
労
働
時
間
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条
第
１
項
）
。

オ
簡
便
な
労
働
時
間

管
理

の
方

法

（
ア
）

趣
旨

副
業
・
兼
業
の
場
合

の
労
働

時
間

管
理

の
在

り
方

に
つ

い
て

は
上

記
の

と
お

り
で

あ
る

が
、
例
え
ば
、
副
業
・
兼

業
の

日
数

が
多

い
場

合
や

、
自

ら
の

事
業

場
及

び
他

の
使

用
者

の
事
業
場
の
双
方

に
お

い
て

所
定

外
労

働
が

あ
る

場
合

等
に

お
い

て
は

、
労

働
時

間
の

申

告
等
や
通
算
管
理

に
お

い
て

、
労

使
双

方
に

手
続

上
の

負
担

が
伴

う
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

こ
の
た
め
、
副

業
・
兼

業
の

場
合

の
労

働
時

間
管

理
の

在
り

方
に

つ
い

て
、
上

記
に

よ

る
こ
と
の
ほ
か
に

、
労

働
時

間
の

申
告

等
や

通
算

管
理

に
お

け
る

労
使

双
方

の
手

続
上

の

負
担
を
軽
減
し
、
労
基

法
に

定
め

る
最

低
労

働
条

件
が

遵
守

さ
れ

や
す

く
な

る
簡

便
な

労

働
時
間
管
理
の
方

法
（

以
下
「

管
理

モ
デ

ル
」
と

い
う

。
）
と

し
て

、
以

下
の

方
法

に
よ

る

こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。

（
イ
）

管
理
モ
デ
ル

の
枠

組
み

管
理
モ
デ
ル
は
、
副

業
・
兼

業
の

開
始

前
に

、
当

該
副

業
・
兼

業
を

行
う

労
働

者
と

時

間
的
に
先
に
労
働
契

約
を

締
結

し
て

い
た

使
用

者
（

以
下
「

使
用

者
Ａ

」
と

い
う

。
）
の

事

業
場

に
お

け
る

法
定

外
労

働
時

間
と

時
間

的
に

後
か

ら
労

働
契

約
を

締
結

し
た

使
用

者

（
以
下
「
使
用
者
Ｂ

」
と

い
う

。
）
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
（

所
定

労
働

時
間

及
び

所
定
外
労
働
時
間
）

と
を

合
計

し
た

時
間

数
が

単
月

時
間

未
満

、
複

数
月

平
均

時
間
以
内
と
な
る

範
囲

内
に

お
い

て
、
各

々
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
の

上
限
を
そ
れ
ぞ
れ

設
定

し
、
各

々
の

使
用

者
が

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

範
囲

内
で

労
働

さ
せ

る
こ

と
と
す
る
も
の
で

あ
る

こ
と

。
ま

た
、
使

用
者

Ａ
は
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
法

定
外

労

働
時
間
の
労
働
に
つ

い
て

、
使

用
者

Ｂ
は

自
ら

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

の
労

働
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

自
ら

の
事

業
場

に
お

け
る

協
定

の
延

長
時

間
の

範
囲

内
と

し
、

割
増
賃
金
を
支
払

う
こ

と
と

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

こ
れ

に
よ

り
、

使
用

者
Ａ

及
び

使
用

者
Ｂ

は
、

副
業

・
兼

業
の

開
始

後
に

お
い

て
は

、

そ
れ
ぞ
れ
あ
ら
か
じ

め
設

定
し

た
労

働
時

間
の

範
囲

内
で

労
働

さ
せ

る
限

り
、
他

の
使

用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
実

労
働

時
間

の
把

握
を

要
す

る
こ

と
な

く
労

基
法

を
遵

守
す

る

こ
と
が
可
能
と
な
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

（
ウ
）

管
理
モ
デ
ル
の

実
施

ａ
導
入
手
順

副
業
・
兼
業
に

関
す

る
企

業
の

事
例

に
お

い
て

、
労

務
管

理
上

の
便

宜
や

労
働

者
の

健
康
確
保
等
の
た

め
、
副

業
・
兼

業
の

開
始

前
に

、
あ

ら
か

じ
め

使
用

者
が

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
や

通
算

し
た

労
働

時
間

に
つ

い
て

上
限

を
設

定
し

、

労
働
者
に
そ
の
範

囲
内

で
副

業
・
兼

業
を

行
う

こ
と
を

求
め

て
い

る
事

例
が

み
ら

れ
る

。

管
理
モ
デ
ル

に
つ

い
て

も
、
一

般
的

に
は

、
副

業
・
兼

業
を

行
お

う
と

す
る

労
働

者

 

 
ｃ

所
定

外
労

働
時

間
の

把
握

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
実

労
働

時
間
は
、
ウ
（
ア
）
ｂ
の
と
お
り
、
労
働

者
か

ら
の

申
告

等
に

よ
り

把
握

す
る

。

他
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
実

労
働

時
間
は
、
労
基
法
を
遵
守
す
る
た
め
に
把

握
す

る
必

要
が

あ
る

が
、
把

握
の

方
法

と
し

て
は
、
必
ず

し
も
日
々
把
握
す
る
必
要
は

な
く

、
労

基
法

を
遵

守
す

る
た

め
に

必
要

な
頻
度
で
把
握
す
れ
ば
足
り
る
。

例
え

ば
、

時
間

外
労

働
の

上
限

規
制

の
遵

守
等
に
支
障
が
な
い
限
り
、

・
一

定
の

日
数

分
を

ま
と

め
て

申
告

等
さ

せ
る

（
例

：
一

週
間

分
を

週
末

に
申

告
す

る
等

）

・
所

定
労

働
時

間
ど

お
り

労
働

し
た

場
合

に
は
申
告
等
は
求
め
ず
、
実
労
働
時
間
が

所
定

労
働

時
間

ど
お

り
で

は
な

か
っ

た
場

合
の
み
申
告
等
さ
せ
る

（
例

：
所

定
外

労
働

が
あ

っ
た

場
合

等
）

・
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
の

水
準

に
近

づ
い
て
き
た
場
合
に
申
告
等
さ
せ
る

な
ど

と
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

（
エ

）
そ

の
他

労
働

者
が

事
業

主
を

異
に

す
る

３
以

上
の

事
業
場
で
労
働
す
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
上

記
に

記
載

し
た

と
こ

ろ
に

よ
り

、
副

業
・
兼

業
の
確

認
、
副
業
・
兼
業
開
始
前

の
所
定
労

働
時

間
の

通
算

、
副

業
・

兼
業

開
始

後
の

所
定

外
労
働
時
間
の
通
算
を
行
う

。

エ
時

間
外

労
働

の
割

増
賃

金
の

取
扱

い

（
ア

）
割

増
賃

金
の

支
払

義
務

各
々

の
使

用
者

は
、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
労
働
時
間
制
度
を
基
に
、
他
の
使
用
者

の
事

業
場

に
お

け
る

所
定

労
働

時
間
・
所

定
外

労
働
時
間
に
つ
い
て
の
労
働
者
か
ら
の
申

告
等

に
よ

り
、

・
ま

ず
労

働
契

約
の

締
結

の
先

後
の

順
に

所
定

労
働
時
間
を
通
算
し
、

・
次

に
所

定
外

労
働

の
発

生
順

に
所

定
外

労
働
時
間
を
通
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
場

で
の

所
定

労
働

時
間
・
所

定
外
労
働
時
間
を
通
算
し
た
労
働
時
間
を

把
握

し
、
そ

の
労

働
時

間
に

つ
い

て
、
自

ら
の

事
業
場
の
労
働
時
間
制
度
に
お
け
る
法
定

労
働

時
間

を
超

え
る

部
分

の
う

ち
、
自

ら
労

働
さ
せ
た
時
間
に
つ
い
て
、
時
間
外
労
働
の

割
増

賃
金

（
労

基
法

第
条

第
１

項
）

を
支

払
う
必
要
が
あ
る
。

（
イ

）
割

増
賃

金
率

時
間

外
労

働
の

割
増

賃
金

の
率

は
、
自

ら
の

事
業
場
に
お
け
る
就
業
規
則
等
で
定
め
ら

れ
た

率
（

２
割

５
分

以
上

の
率

。
た

だ
し

、
所

定
外
労
働
の
発
生
順
に
よ
っ
て
所
定
外
労

働
時

間
を

通
算

し
て

、
自

ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間
制
度
に
お
け
る
法
定
労
働
時
間
を
超

え
る

部
分

が
１

か
月

に
つ

い
て

時
間

を
超

え
た
場
合
に
は
、
そ
の
超
え
た
時
間
の
労

働
の

う
ち

自
ら

労
働

さ
せ

た
時

間
に

つ
い

て
は

、
５
割
以
上
の
率
。
）
と
な
る
（

労
基
法
第
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と
が
望
ま
し

い
。

ｂ
管
理
モ
デ
ル

の
導

入
後

に
、
使

用
者

Ａ
に

お
い

て
導

入
時

に
設

定
し

た
労

働
時

間
の

上
限
を
変
更
す

る
必

要
が

生
じ

た
場

合
に

は
、
あ

ら
か

じ
め

労
働

者
を

通
じ

て
使

用
者

Ｂ
に
通
知
し

、
必

要
に

応
じ

て
使

用
者

Ｂ
に

お
い

て
設

定
し

た
労

働
時

間
の

上
限

を
変

更
し
、
こ
れ

を
変

更
す

る
こ

と
は

可
能

で
あ

る
。
な

お
、
変

更
を

円
滑

に
行

う
こ

と
が

で
き
る
よ
う

、
あ

ら
か

じ
め

、
変

更
が

あ
り

得
る

旨
を

留
保

し
て

お
く

こ
と

が
望

ま
し

い
。

ｃ
労

働
者

が
事

業
主

を
異

に
す

る
３

以
上

の
事

業
場

で
労

働
す

る
場

合
に

つ
い

て
も

、

使
用
者
Ａ
の

事
業

場
に

お
け

る
法

定
外

労
働

時
間

、
使

用
者

Ｂ
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時
間
、
更
に

時
間

的
に

後
か

ら
労

働
契

約
を

締
結

し
た

使
用

者
Ｃ

等
の

事
業

場
に

お

け
る
労
働
時

間
に

つ
い

て
、
各

々
の

使
用

者
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
の

上
限

を

そ
れ
ぞ
れ
設

定
し

、
各

々
の

使
用

者
が

そ
れ

ぞ
れ

そ
の

範
囲

内
で

労
働

さ
せ

、
使

用
者

Ａ
は
自
ら
の

事
業

場
に

お
け

る
法

定
外

労
働

時
間

の
労

働
に

つ
い

て
、
使

用
者

Ｂ
及

び

使
用
者
Ｃ
等

は
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
の

労
働

に
つ

い
て

、
そ

れ
ぞ

れ
割

増
賃
金
を
支

払
う

こ
と

に
よ

り
、

管
理

モ
デ

ル
の

導
入

が
可

能
で

あ
る

。

ｄ
管
理
モ
デ

ル
を

導
入

し
た

使
用

者
が

、
あ

ら
か

じ
め

設
定

し
た

労
働

時
間

の
範

囲
を

逸
脱
し
て
労

働
さ

せ
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
時

間
外

労
働

の
上

限
規

制
を

超
え

る
等

の
労

基
法
に
抵
触

し
た

状
態

が
発

生
し

た
場

合
に

は
、
当

該
逸

脱
し

て
労

働
さ

せ
た

使
用

者

が
、
労
働
時

間
通

算
に

関
す

る
法

違
反

を
問

わ
れ

得
る

こ
と

と
な

る
。

（
３
）

健
康
管
理

使
用
者
は
、
労
働
者

が
副

業
・
兼

業
を

し
て

い
る

か
に

か
か

わ
ら

ず
、
労

働
安

全
衛

生
法

第

条
等
に
基
づ
き
、
健

康
診

断
、
長

時
間

労
働

者
に

対
す

る
面

接
指

導
、
ス

ト
レ

ス
チ

ェ
ッ

ク

や
こ
れ
ら
の
結
果
に
基

づ
く

事
後

措
置

等
（

以
下
「

健
康

確
保

措
置

」
と

い
う

。
）
を

実
施

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
健
康
確
保
の

観
点

か
ら

も
他

の
事

業
場

に
お

け
る

労
働

時
間

と
通

算
し

て
適

用
さ

れ

る
労
基
法
の
時
間
外

労
働

の
上

限
規

制
を

遵
守

す
る

こ
と

、
ま

た
、
そ

れ
を

超
え

な
い

範
囲

内

で
自

ら
の

事
業

場
及

び
他

の
使

用
者

の
事

業
場

の
そ

れ
ぞ

れ
に

お
け

る
労

働
時

間
の

上
限

を

設
定
す
る
形
で
副
業
・
兼

業
を

認
め

て
い

る
場

合
に

お
い

て
は

、
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
上

限
を
超
え
て
労
働
さ

せ
な

い
こ

と
。

（
注
）
労
働
安
全
衛
生

法
第

条
に

基
づ

く
一

般
健

康
診

断
及

び
第

条
の

に
基

づ
く

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は

、
常

時
使

用
す

る
労

働
者
（

常
時

使
用

す
る

短
時

間
労

働
者

を
含

む
。
）
が
実
施
対
象

と
な

る
。

こ
の
際
、
常
時

使
用

す
る

短
時

間
労

働
者

と
は

、
短

時
間

労
働

者
の

う
ち

、
以

下
の

い

ず
れ
の
要
件
を
も

満
た

す
者

で
あ

る
（

平
成

年
７

月
日

付
け

基
発

第
２

号

 

 
に

対
し

て
使

用
者

Ａ
が

管
理

モ
デ

ル
に

よ
り

副
業
・
兼
業
を
行
う
こ
と
を
求
め
、
労
働

者
及

び
労

働
者

を
通

じ
て

使
用

者
Ｂ

が
こ

れ
に

応
じ

る
こ

と
に

よ
っ

て
導

入
さ

れ
る

こ
と

が
想

定
さ

れ
る

。

ｂ
労

働
時

間
の

上
限

の
設

定

使
用

者
Ａ

の
事

業
場

に
お

け
る

１
か

月
の

法
定

外
労

働
時

間
と

使
用

者
Ｂ

の
事

業

場
に

お
け

る
１

か
月

の
労

働
時

間
と

を
合

計
し

た
時
間
数
が
単
月

時
間
未
満
、
複

数
月

平
均

時
間

以
内
と

な
る

範
囲

内
に

お
い
て
、
各
々
の
使
用
者
の
事
業
場
に
お

け
る

労
働

時
間

の
上

限
を

そ
れ

ぞ
れ

設
定

す
る

。

月
の

労
働

時
間

の
起

算
日

が
、
使

用
者

Ａ
の

事
業
場
と
使
用
者
Ｂ
の
事
業
場
と
で
異

な
る

場
合

に
は

、
各

々
の

使
用

者
は

、
各

々
の

事
業
場
の
労
働
時
間
制
度
に
お
け
る
起

算
日

を
基

に
、
そ

こ
か

ら
起

算
し

た
１

か
月

に
お
け
る
労
働
時
間
の
上
限
を
そ
れ
ぞ
れ

設
定

す
る

こ
と

と
し

て
差

し
支

え
な

い
。

ｃ
時

間
外

労
働

の
割

増
賃

金
の

取
扱

い

使
用

者
Ａ

は
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
法

定
外

労
働
時
間
の
労
働
に
つ
い
て
、
使
用

者
Ｂ

は
自

ら
の

事
業

場
に

お
け

る
労

働
時

間
の

労
働
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
割
増
賃
金

を
支

払
う

。

使
用

者
Ａ

が
、
法

定
外

労
働

時
間

に
加

え
、
所

定
外
労
働
時
間
に
つ
い
て
も
割
増
賃

金
を

支
払

う
こ

と
と

し
て

い
る

場
合

に
は

、
使
用
者
Ａ
は
、
自
ら
の
事
業
場
に
お
け
る

所
定

外
労

働
時

間
の

労
働

に
つ

い
て

割
増

賃
金

を
支
払
う
こ
と
と
な
る
。

時
間

外
労

働
の

割
増

賃
金

の
率

は
、
自

ら
の

事
業
場
に
お
け
る
就
業
規
則
等
で
定
め

ら
れ

た
率
（

２
割

５
分

以
上

の
率

。
た

だ
し

、
使

用
者
Ａ
の
事
業
場
に
お
け
る
法
定
外

労
働

時
間

の
上

限
に

使
用

者
Ｂ

の
事

業
場

に
お

け
る
労
働
時
間
を
通
算
し
て
、
自
ら
の

事
業

場
の

労
働

時
間

制
度

に
お

け
る

法
定

労
働

時
間

を
超

え
る

部
分

が
１

か
月

に
つ

い
て

時
間

を
超

え
た
場

合
に

は
、

そ
の

超
え
た
時
間
の
労
働
の
う
ち
自
ら
の
事
業

場
に

お
い

て
労

働
さ

せ
た

時
間

に
つ

い
て

は
、

５
割
以
上
の
率
。
）
と
す
る
。

（
エ

）
そ

の
他

ａ
管

理
モ

デ
ル

の
導

入
の

際
の

労
働

時
間

の
上
限
の
設
定
に
お
い
て
、
使
用
者
Ａ
の
事

業
場

に
お

け
る

１
か

月
の

法
定

外
労

働
時

間
と

使
用

者
Ｂ

の
事

業
場

に
お

け
る

１
か

月
の

労
働

時
間

と
を

合
計

し
た

時
間

数
を

時
間
を
超
え
る
も
の
と
し
た
場
合
に
は
、

翌
月

以
降

に
お

い
て

複
数

月
平

均
時

間
未

満
と
な
る
よ
う
に
労
働
時
間
の
上
限
の

設
定

を
調

整
す

る
必

要
が

生
じ

得
る

。

こ
の

た
め

、
労

働
時

間
の

申
告

等
や

通
算

管
理
に
お
け
る
労
使
双
方
の
手
続
上
の
負

担
を

軽
減

し
、
労

基
法

に
定

め
る

最
低

労
働

条
件
が
遵
守
さ
れ
や
す
く
す
る
と
い
う
管

理
モ

デ
ル

の
趣

旨
に

鑑
み

、
そ

の
よ

う
な

労
働

時
間
を
調
整
す
る
必
要
が
生
じ
な
い
よ

う
に

、
各

々
の

使
用

者
と

労
働

者
と

の
合

意
に

よ
り
労
働
時
間
の
上
限
を
設
定
す
る
こ
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 ４
労
働
者
の
対
応

（
１
）

労
働
者
は
、
副

業
・
兼

業
を

希
望

す
る

場
合

に
も

、
ま

ず
、
自

身
が

勤
め

て
い

る
企

業
の

副
業
・
兼
業
に
関
す
る

ル
ー

ル
（

労
働

契
約

、
就

業
規

則
等

）
を

確
認

し
、
そ

の
ル

ー
ル

に
照

ら
し
て
、
業
務
内
容
や

就
業

時
間

等
が

適
切

な
副

業
・
兼

業
を

選
択

す
る

必
要

が
あ

る
。
例

え

ば
労
働
者
が
副
業
・
兼

業
先

の
求

職
活

動
を

す
る

場
合

に
は

、
就

業
時

間
、
特

に
時

間
外

労
働

の
有
無
等
の
副
業
・
兼

業
先

の
情

報
を

集
め

て
適

切
な

就
職

先
を

選
択

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ

る
。
な
お
、
適
切
な

副
業
・
兼

業
先

を
選

択
す

る
観

点
か

ら
は

、
自

ら
の

キ
ャ

リ
ア

を
念

頭
に

、

企
業
が
３
（
４
）
に
よ

り
自

社
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
公

表
し

た
副

業
・
兼

業
に

関
す

る
情
報
を
参
考
に
す
る

こ
と

や
、
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
に

お
い

て
求

人
内

容
の

適
法

性
等

の
確

認
作

業
を
経
て
受
理
さ
れ
、
公

開
さ

れ
て

い
る

求
人

に
つ

い
て

求
職

活
動

を
行

う
こ

と
等

も
有

効
で

あ
る
。
ま
た
、
実
際
に

副
業
・
兼

業
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
労

働
者

と
企

業
の

双
方

が
納

得

感
を
持
っ
て
進
め
る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
企

業
と

労
働

者
と

の
間

で
十

分
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

重
要

で
あ

る
。

（
２
）

（
１
）
に
よ
り
副

業
・
兼

業
を

行
う

に
当

た
っ

て
は

、
副

業
・
兼

業
に

よ
る

過
労

に
よ

っ

て
健
康
を
害
し
た
り

、
業

務
に

支
障

を
来

し
た

り
す

る
こ

と
が

な
い

よ
う

、
労

働
者
（

管
理

監

督
者

で
あ

る
労

働
者

も
含

む
。
）

が
、

自
ら

各
事

業
場

の
業

務
の

量
や

そ
の

進
捗

状
況

、
そ

れ

に
費
や
す
時
間
や
健
康

状
態

を
管

理
す

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た
、
他
の
事
業

場
の

業
務

量
、
自

ら
の

健
康

の
状

況
等

に
つ

い
て

報
告

す
る

こ
と

は
、
企

業
に
よ
る
健
康
確
保

措
置

を
実

効
あ

る
も

の
と

す
る

観
点

か
ら

有
効

で
あ

る
。

（
３
）

そ
こ
で
、
使
用
者

が
提

供
す

る
健

康
相

談
等

の
機

会
の

活
用

や
、
勤

務
時

間
や

健
康

診
断

の
結
果
等
の
管
理
が

容
易

に
な

る
よ

う
な

ツ
ー

ル
を

用
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
始

業
・
終

業

時
刻
、
休
憩
時
間
、
勤

務
時

間
、
健

康
診

断
等

の
記

録
を

つ
け

て
い

く
よ

う
な

民
間

等
の

ツ
ー

ル
を
活
用
し
て
、
自

己
の

就
業

時
間

や
健

康
の

管
理

に
努

め
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

。
ツ

ー
ル

は
、
副
業
・
兼
業
先

の
就

業
時

間
を

自
己

申
告

に
よ

り
使

用
者

に
伝

え
る

と
き

に
も

活
用

で
き

る
よ
う
な
も
の
が
望

ま
し

い
。

（
４
）

な
お
、
副
業
・
兼

業
を

行
い

、
万

円
を

超
え

る
副

収
入

が
あ

る
場

合
は

、
企

業
に

よ
る

年
末
調
整
で
は
な
く
、

個
人

に
よ

る
確

定
申

告
が

必
要

で
あ

る
。

 

 
等
抜

粋
）
。

・
期

間
の

定
め

の
な

い
労

働
契

約
に

よ
り

使
用
さ
れ
る
者
（
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働

契
約

に
よ

り
使

用
さ

れ
る

者
で

あ
っ

て
、
契

約
期
間
が
１
年
以
上
で
あ
る
者
並
び
に
契

約
更

新
に

よ
り

１
年

以
上

使
用

さ
れ

る
こ

と
が

予
定

さ
れ

て
い

る
者

及
び

１
年

以
上

引
き

続
き

使
用

さ
れ

て
い

る
者

を
含

む
。
）

・
１

週
間

の
労

働
時

間
数

が
当

該
事

業
場

に
お

い
て
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
通
常
の

労
働

者
の

１
週

間
の

所
定

労
働

時
間

の
３

／
４
以
上
で
あ
る
者

ア
健

康
確

保
措

置
の

対
象

者

健
康

確
保

措
置

の
実

施
対

象
者

の
選

定
に

当
た

っ
て
、
副
業
・
兼
業
先
に
お
け
る
労
働
時

間
の

通
算

を
す

る
こ

と
と

は
さ

れ
て

い
な

い
。

た
だ

し
、
使

用
者

の
指

示
に

よ
り

当
該

副
業
・
兼

業
を
開
始
し
た
場
合
は
、
当
該
使
用
者

は
、
原

則
と

し
て

、
副

業
・
兼

業
先

の
使

用
者

と
の

情
報
交
換
に
よ
り
、
そ
れ
が
難
し
い
場

合
は

、
労

働
者

か
ら

の
申

告
に

よ
り

把
握

し
、
自

ら
の
事
業
場
に
お
け
る
労
働
時
間
と
通
算

し
た

労
働

時
間

に
基

づ
き

、
健

康
確

保
措

置
を

実
施

す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

イ
健

康
確

保
措

置
等

の
円

滑
な

実
施

に
つ

い
て

の
留
意
点

使
用

者
が

労
働

者
の

副
業
・
兼

業
を

認
め

て
い

る
場
合
は
、
健
康
保
持
の
た
め
自
己
管
理

を
行

う
よ

う
指

示
し

、
心

身
の

不
調

が
あ

れ
ば

都
度
相

談
を

受
け

る
こ

と
を

伝
え

る
こ

と
、

副
業
・
兼

業
の

状
況

も
踏
ま

え
必

要
に

応
じ

法
律

を
超
え
る
健
康
確
保
措
置
を
実
施
す
る

こ

と
な

ど
、
労

使
の

話
し

合
い

等
を

通
じ

、
副

業
・
兼
業

を
行
う
者
の
健
康
確
保
に
資
す
る
措

置
を

実
施

す
る

こ
と

が
適

当
で

あ
る

。
ま

た
、
副

業
・
兼
業
を
行
う
者
の
長
時
間
労
働
や
不

規
則
な

労
働

に
よ

る
健

康
障

害
を

防
止

す
る

観
点

か
ら
、
働
き
過
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
例

え
ば
、
自

社
で

の
労

務
と

副
業
・
兼

業
先

で
の

労
務

と
の
兼
ね
合
い
の
中
で
、
時
間
外
・
休

日
労
働

の
免

除
や

抑
制

等
を

行
う

な
ど

、
そ

れ
ぞ

れ
の
事
業
場
に
お
い
て
適
切
な
措
置
を
講

じ
る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

労
使

で
話

し
合

う
こ

と
が
適
当
で
あ
る
。

さ
ら

に
、
使

用
者

の
指

示
に

よ
り

当
該

副
業
・
兼

業
を
開
始
し
た
場
合
は
、
実
効
あ
る
健

康
確

保
措

置
を

実
施

す
る

観
点

か
ら

、
他

の
使

用
者

と
の
間
で
、
労
働
の
状
況
等
の
情
報
交

換
を

行
い

、
そ

れ
に

応
じ

た
健

康
確

保
措

置
の

内
容

に
関
す
る
協
議
を
行
う
こ
と
が
適
当
で

あ
る

。

（
４

）
副

業
・

兼
業

に
関

す
る

情
報

の
公

表
に

つ
い

て

企
業

は
、
労

働
者

の
多

様
な

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
促

進
す
る
観
点
か
ら
、
職
業
選
択
に
資
す
る

よ
う

、
副

業
・
兼

業
を

許
容

し
て

い
る

か
否

か
、
ま

た
条
件
付
許
容
の
場
合
は
そ
の
条
件
に
つ

い
て

、
自

社
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

お
い

て
公

表
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
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れ
の
事
業
所
で
被

保
険

者
要

件
を

満
た

す
場

合
、
被

保
険

者
は

、
い

ず
れ

か
の

事
業

所
の

管
轄

の
年
金
事
務
所
及

び
医

療
保

険
者

を
選

択
し

、
当

該
選

択
さ

れ
た

年
金

事
務

所
及

び
医

療
保

険

者
に
お
い
て
各
事

業
所

の
報

酬
月

額
を

合
算

し
て

、
標

準
報

酬
月

額
を

算
定

し
、
保

険
料

を
決

定
す
る
。
そ
の
上

で
、
各

事
業

主
は

、
被

保
険

者
に

支
払

う
報

酬
の

額
に

よ
り

按
分

し
た

保
険

料
を
、
選
択
し
た
年

金
事

務
所

に
納

付
（

健
康

保
険

の
場

合
は

、
選

択
し

た
医

療
保

険
者

等
に

納
付
）
す
る
こ
と
と

な
る

。

 

 ５
副

業
・

兼
業

に
関

わ
る

そ
の

他
の

制
度

に
つ

い
て

（
１

）
労

災
保

険
の

給
付

（
休

業
補

償
、

障
害

補
償

、
遺
族
補
償
等
）

事
業

主
は

、
労

働
者

が
副

業
・
兼

業
を

し
て

い
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
を
１
人
で
も

雇
用

し
て

い
れ

ば
、

労
災

保
険

の
加

入
手

続
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

労
災

保
険

制
度

は
労

基
法

に
お

け
る

個
別

の
事

業
主

の
災

害
補

償
責

任
を

担
保

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、
従

来
そ

の
給

付
額

に
つ

い
て

は
、
災
害
が
発
生
し
た
就
業
先
の
賃
金
分
の
み
に

基
づ

き
算

定
し

て
い

た
が

、
複

数
就

業
し

て
い

る
者

が
増
え
て
い
る
実
状
を
踏
ま
え
、
複
数
就

業
者

が
安

心
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

環
境
を

整
備

す
る

た
め

、
「
雇
用

保
険

法
等

の

一
部

を
改

正
す

る
法

律
」（

令
和

２
年

法
律

第
号
）
に
よ
り
、
非
災
害
発
生
事
業
場
の
賃
金

額
も

合
算

し
て

労
災

保
険

給
付

を
算

定
す

る
こ

と
と
し
た
ほ
か
、
複
数
就
業
者
の
就
業
先
の
業

務
上

の
負

荷
を

総
合

的
に

評
価

し
て

労
災

認
定

を
行
う
こ
と
と
し
た
。

な
お

、
労

働
者

が
、
自

社
、
副

業
・
兼

業
先

の
両

方
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
一
の
就
業

先
か

ら
他

の
就

業
先

へ
の

移
動

時
に

起
こ

っ
た

災
害

に
つ
い
て
は
、
通
勤
災
害
と
し
て
労
災
保

険
給

付
の

対
象

と
な

る
。

（
注
）
事

業
場

間
の

移
動

は
、
当

該
移

動
の

終
点

た
る
事
業
場
に
お
い
て
労
務
の
提
供
を
行
う

た
め

に
行

わ
れ

る
通

勤
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
、
当
該
移
動
の
間
に
起
こ
っ
た
災
害
に
関
す

る
保

険
関

係
の

処
理

に
つ

い
て

は
、
終

点
た

る
事
業
場
の
保
険
関
係
で
行
う
も
の
と
し
て

い
る

。
（

労
働

基
準

局
長

通
達

（
平

成
年

３
月

日
付
け
基
発
第

号
）
）

（
２

）
雇

用
保

険
、

厚
生

年
金

保
険

、
健

康
保

険

雇
用

保
険

制
度

に
お

い
て

、
労

働
者

が
雇

用
さ

れ
る
事
業
は
、
そ
の
業
種
、
規
模
等
を
問
わ

ず
、
全

て
適

用
事

業
（

農
林

水
産

の
個

人
事

業
の

う
ち
常
時
５
人
以
上
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
以

外
の

事
業

に
つ

い
て

は
、
暫

定
任

意
適

用
事

業
）
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
適
用
事
業
所

の
事
業

主
は

、
雇

用
す

る
労

働
者

に
つ

い
て

雇
用

保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

た
だ

し
、

同
一

の
事

業
主

の
下

で
、

①
１

週
間
の
所
定
労
働
時
間
が

時
間
未
満
で

あ
る

者
、

②
継

続
し

て
日

以
上

雇
用

さ
れ

る
こ

と
が
見
込
ま
れ
な
い
者
に
つ
い
て
は
被
保

険
者

と
な

ら
な

い
（

適
用

除
外

）
。
ま

た
、
同

時
に

複
数
の
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
者
が
、

そ
れ

ぞ
れ

の
雇

用
関

係
に

お
い

て
被

保
険

者
要

件
を
満
た
す
場
合
、
そ
の
者
が
生
計
を
維
持
す

る
に

必
要

な
主

た
る

賃
金

を
受

け
る

雇
用

関
係

に
つ
い

て
の

み
被

保
険

者
と
な
る

が
、
「

雇
用

保
険

法
等

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」（
令

和
２

年
法
律
第

号
）
に
よ
り
、
令
和
４
年
１
月

よ
り

歳
以

上
の

労
働
者

本
人

の
申

出
を

起
点

と
し
て

、
一
の
雇
用
関
係
で
は
被
保
険
者
要

件
を

満
た

さ
な

い
場

合
で

あ
っ

て
も

、
二

の
事

業
所

の
労
働
時
間
を
合
算
し
て
雇
用
保
険
を
適

用
す

る
制

度
が

試
行

的
に

開
始

さ
れ

る
。

社
会

保
険
（

厚
生

年
金

保
険

及
び

健
康

保
険

）
の
適
用
要
件
は
、
事
業
所
毎
に
判
断
す
る
た

め
、
複

数
の

雇
用

関
係

に
基

づ
き

複
数

の
事

業
所

で
勤
務
す
る
者
が
、
い
ず
れ
の
事
業
所
に
お

い
て

も
適

用
要

件
を

満
た

さ
な

い
場

合
、
労

働
時

間
等
を
合
算
し
て
適
用
要
件
を
満
た
し
た
と

し
て

も
、
適

用
さ

れ
な

い
。
ま

た
、
同

時
に

複
数

の
事
業
所
で
就
労
し
て
い
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
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第
１
章
　
総
　
則

（
在
宅
勤
務
制
度
の
目
的
）

第
１
条
　
こ
の
規
程
は
、○
○
株
式
会
社（
以
下「
会
社
」と
い
う
）の
就
業
規
則

　
第
〇
条
に
基
づ
き
、従
業
員
が
在
宅
で
勤
務
す
る
場
合
の
必
要
な
事
項
に
つ

　
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
在
宅
勤
務
の
定
義
）

第
２
条
　
在
宅
勤
務
と
は
、従
業
員
の
自
宅
、そ
の
他
自
宅
に
準
じ
る
場
所（
会

　
社
の
認
め
た
場
所
に
限
る
。）
に
お
い
て
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
た
業
務
を

　
い
う
。

（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
定
義
）

第
２
条
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
と
は
、会
社
所
有
の
所
属
事
業
場
以
外
の

　
会
社
専
用
施
設（
以
下「
専
用
型
オ
フ
ィ
ス
」と
い
う
。）
、又
は
、会
社
が
契
約

　（
指
定
）し
て
い
る
他
会
社
所
有
の
共
用
施
設（
以
下「
共
用
型
オ
フ
ィ
ス
」と

　
い
う
。）
に
お
い
て
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
た
業
務
を
い
う
。

（
モ
バ
イ
ル
勤
務
の
定
義
）

第
２
条
　
モ
バ
イ
ル
勤
務
と
は
、在
宅
勤
務
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
以

　
外
で
、か
つ
、社
外
で
情
報
通
信
機
器
を
利
用
し
た
業
務
を
い
う
。

第
２
章
　
在
宅
勤
務
の
許
可・
利
用

（
在
宅
勤
務
の
対
象
者
）

第
３
条
　
在
宅
勤
務
の
対
象
者
は
、就
業
規
則
第
〇
条
に
規
定
す
る
従
業
員
で

　
あ
っ
て
次
の
各
号
の
条
件
を
全
て
満
た
し
た
者
と
す
る
。

　（
１
）在
宅
勤
務
を
希
望
す
る
者

　（
２
）自
宅
の
執
務
環
境
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
が
適
正
と
認
め
ら
れ
る
者

２
　
在
宅
勤
務
を
希
望
す
る
者
は
、所
定
の
許
可
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　
の
上
、１
週
間
前
ま
で
に
所
属
長
か
ら
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
会
社
は
、業
務
上
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、前
項
に
よ
る
在
宅
勤
務
の
許
可

　
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。

４
　
第
２
項
に
よ
り
在
宅
勤
務
の
許
可
を
受
け
た
者
が
在
宅
勤
務
を
行
う
場
合

　
は
、前
日
ま
で
に
所
属
長
へ
実
施
を
届
け
出
る
こ
と
。

（
在
宅
勤
務
時
の
服
務
規
律
）

第
４
条
　
在
宅
勤
務
に
従
事
す
る
者（
以
下「
在
宅
勤
務
者
」と
い
う
。）
は
就
業

　
規
則
第
○
条
及
び
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、次

　
に
定
め
る
事
項
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）在
宅
勤
務
中
は
業
務
に
専
念
す
る
こ
と
。

　（
２
）在
宅
勤
務
の
際
に
所
定
の
手
続
に
従
っ
て
持
ち
出
し
た
会
社
の
情
報
及

　
び
作
成
し
た
成
果
物
を
第
三
者
が
閲
覧
、コ
ピ
ー
等
し
な
い
よ
う
最
大
の
注

　
意
を
払
う
こ
と
。

　（
３
）第
２
号
に
定
め
る
情
報
及
び
成
果
物
は
紛
失
、毀
損
し
な
い
よ
う
に
丁

　
寧
に
取
扱
い
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
準
じ
た
確
実
な
方
法
で
保
管
・

　
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

　（
４
）在
宅
勤
務
中
は
自
宅
以
外
の
場
所
で
業
務
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

　（
５
）在
宅
勤
務
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、会
社
情
報
の
取
扱
い
に
関
し
、セ
　

　
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
及
び
関
連
規
程
類
を
遵
守
す
る
こ
と
。

第
３
章
　
在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
間
等

（
在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
間
）

第
５
条
　
在
宅
勤
務
時
の
労
働
時
問
に
つ
い
て
は
、原
則
、就
業
規
則
第
○
条

　
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
前
項
に
か
か
わ
ら
ず
、会
社
の
承
認
を
受
け
て
始
業
時
刻
、終
業
時
刻
及
び

　
休
憩
時
間
の
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
所
定
労
働
時
間
が
短
く
な
る
者
の
給
与
に
つ
い
て
は
、

　
育
児
・
介
護
休
業
規
程
第
○
条
に
規
定
す
る
勤
務
短
縮
措
置
時
の
給
与
の

　
取
扱
い
に
準
じ
る
。

（
休
憩
時
間
）

第
６
条
　
在
宅
勤
務
者
の
休
憩
時
間
に
つ
い
て
は
、就
業
規
則
第
〇
条
の
定
め

　
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
所
定
休
日
）

第
７
条
　
在
宅
勤
務
者
の
休
日
に
つ
い
て
は
、就
業
規
則
第
○
条
の
定
め
る
と

　
こ
ろ
に
よ
る
。

（
時
間
外
及
び
休
日
労
働
等
）

第
８
条
　
在
宅
勤
務
者
が
時
間
外
労
働
、休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
を
す
る
場

　
合
は
所
定
の
手
続
を
経
て
所
属
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
時
間
外
労
働
、休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
就
業

　
規
則
第
○
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
時
間
外
労
働
、休
日
労
働
及
び
深
夜
労
働
に
つ
い
て
は
、給
与
規
程
に
基

　
づ
き
、時
間
外
勤
務
手
当
、休
日
勤
務
手
当
及
び
深
夜
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
。

（
欠
勤
）

第
９
条
　
在
宅
勤
務
者
が
、欠
勤
を
す
る
場
合
は
、事
前
に
申
し
出
て
許
可
を
得

　
な
く
て
は
な
ら
な
い
。た
だ
し
、や
む
を
得
な
い
事
情
で
事
前
に
申
し
出
る
こ
と

　
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、事
後
速
や
か
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
欠
勤
の
賃
金
に
つ
い
て
は
給
与
規
程
第
〇
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
よ
る
。

（
中
抜
け
時
間
）

第
９
条
の
２
　
在
宅
勤
務
者
は
、勤
務
時
間
中
に
所
定
休
憩
時
間
以
外
に
労
働

　
か
ら
離
れ
る
場
合
は
、そ
の
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
、終
業
時
に
メ
ー
ル
で
所

　
属
長
に
報
告
を
行
う
こ
と
。

２
　
中
抜
け
時
間
に
つ
い
て
は
、休
憩
時
間
と
し
て
取
扱
い
、そ
の
時
間
分
終
業

　
時
刻
を
繰
り
下
げ
る
こ
と
。
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第
４
章
　
在
宅
勤
務
時
の
勤
務
等

（
業
務
の
開
始
及
び
終
了
の
報
告
）

第
１
０
条
　
在
宅
勤
務
者
は
就
業
規
則
第
○
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、勤
務

　
の
開
始
及
び
終
了
に
つ
い
て
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り
報
告
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　（
１
）電
話

　（
２
）電
子
メ
ー
ル

　（
３
）勤
怠
管
理
ツ
ー
ル

（
業
務
報
告
）

第
１
１
条
　
在
宅
勤
務
者
は
、定
期
的
又
は
必
要
に
応
じ
て
、電
話
又
は
電
子

　
メ
ー
ル
等
で
所
属
長
に
対
し
、所
要
の
業
務
報
告
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
在
宅
勤
務
時
の
連
絡
体
制
）

第
１
２
条
　
在
宅
勤
務
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　（
１
）事
故
・ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
に
は
所
属
長
に
連
絡
す
る
こ
と
。な
お
、所
属
長

　
が
不
在
時
の
場
合
は
、所
属
長
が
指
名
し
た
代
理
の
者
に
連
絡
す
る
こ
と
。

　（
２
）前
号
の
所
属
長
又
は
代
理
の
者
に
連
絡
が
と
れ
な
い
場
合
は
、○
○
課

　
担
当
ま
で
連
絡
す
る
こ
と
。

　（
３
）社
内
に
お
け
る
従
業
員
へ
の
緊
急
連
絡
事
項
が
生
じ
た
場
合
、在
宅
勤

　
務
者
へ
は
所
属
長
が
連
絡
を
す
る
こ
と
。な
お
、在
宅
勤
務
者
は
不
測
の
事

　
態
が
生
じ
た
場
合
に
確
実
に
連
絡
が
と
れ
る
方
法
を
あ
ら
か
じ
め
所
属
長
に

　
連
絡
し
て
お
く
こ
と
。

　（
４
）情
報
通
信
機
器
に
不
具
合
が
生
じ
、緊
急
を
要
す
る
場
合
は
○
○
課
へ

　
連
絡
を
と
り
指
示
を
受
け
る
こ
と
。な
お
、○
○
課
へ
連
絡
す
る
暇
が
な
い
と
き

　
は
会
社
と
契
約
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
会
社
へ
連
絡
す
る
こ
と
。い
ず
れ
の
場
合

　
に
お
い
て
も
事
後
速
や
か
に
所
属
長
に
報
告
す
る
こ
と
。

　（
５
）前
各
号
以
外
の
緊
急
連
絡
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、前
各
号
に
準
じ

　
て
判
断
し
対
応
す
る
こ
と
。

２
　
社
内
報
、部
署
内
回
覧
物
で
あ
ら
か
じ
め
ラ
ン
ク
付
け
さ
れ
た
重
要
度
に
応

　
じ
至
急
で
な
い
も
の
は
在
宅
勤
務
者
の
個
人
メ
ー
ル
箱
に
入
れ
、重
要
と
思

　
わ
れ
る
も
の
は
電
子
メ
ー
ル
等
で
在
宅
勤
務
者
へ
連
絡
す
る
こ
と
。な
お
、情

　
報
連
絡
の
担
当
者
は
あ
ら
か
じ
め
部
署
内
で
決
め
て
お
く
こ
と
。

第
５
章
　
在
宅
勤
務
時
の
給
与
等

（
給
与
）

第
１
３
条
　
在
宅
勤
務
者
の
給
与
に
つ
い
て
は
、就
業
規
則
第
○
条
の
定
め
る

　
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、在
宅
勤
務（
在
宅
勤
務
を
終
日
行
っ
た
場
合

　
に
限
る
。）
が
週
に
４
日
以
上
の
場
合
の
通
勤
手
当
に
つ
い
て
は
、毎
月
定
額

　
の
通
勤
手
当
は
支
給
せ
ず
実
際
に
通
勤
に
要
す
る
往
復
運
賃
の
実
費
を
給

　
与
支
給
日
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

（
費
用
の
負
担
）

第
１
４
条
　
会
社
が
貸
与
す
る
情
報
通
信
機
器
を
利
用
す
る
場
合
の
通
信
費

　
は
会
社
負
担
と
す
る
。

２
　
在
宅
勤
務
に
伴
っ
て
発
生
す
る
水
道
光
熱
費
は
在
宅
勤
務
者
の
負
担
と
す
る
。

３
　
業
務
に
必
要
な
郵
送
費
、事
務
用
品
費
、消
耗
品
費
そ
の
他
会
社
が
認
め

　
た
費
用
は
会
社
負
担
と
す
る
。

４
　
そ
の
他
の
費
用
に
つ
い
て
は
在
宅
勤
務
者
の
負
担
と
す
る
。

（
情
報
通
信
機
器・
ソ
フ
ト
等
の
貸
与
等
）

第
１
５
条
　
会
社
は
、在
宅
勤
務
者
が
業
務
に
必
要
と
す
る
パ
ソ
コ
ン
、プ
リ
ン

　
タ
等
の
情
報
通
信
機
器
、ソ
フ
ト
及
び
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
を
貸
与
す
る
。な

　
お
、当
該
パ
ソ
コ
ン
に
会
社
の
許
可
を
受
け
ず
に
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
イ
ン
ス
ト
ー

　
ル
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
　
会
社
は
、在
宅
勤
務
者
が
所
有
す
る
機
器
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
場
合
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
満
た
し
た
場
合
に
限
る
も
の
と
　

　
し
、費
用
に
つ
い
て
は
話
し
合
い
の
上
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。

（
教
育
訓
練
）

第
１
６
条
　
会
社
は
、在
宅
勤
務
者
に
対
し
て
、在
宅
勤
務
に
お
け
る
業
務
に
必

　
要
な
知
識
、技
能
を
高
め
、資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、必
要
な
教
育
訓
練
を

　
行
う
。

２
　
在
宅
勤
務
者
は
、会
社
か
ら
教
育
訓
練
を
受
講
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
場

　
合
に
は
、特
段
の
事
由
が
な
い
限
り
指
示
さ
れ
た
教
育
訓
練
を
受
け
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
補
償
）

第
１
７
条
　
在
宅
勤
務
者
が
自
宅
で
の
業
務
中
に
災
害
に
遭
っ
た
と
き
は
、就

　
業
規
則
第
〇
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
安
全
衛
生
）

第
１
８
条
　
会
社
は
、在
宅
勤
務
者
の
安
全
衛
生
の
確
保
及
び
改
善
を
図
る
た

　
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。

２
　
在
宅
勤
務
者
は
、安
全
衛
生
に
関
す
る
法
令
等
を
守
り
、会
社
と
協
力
し
て

　
労
働
災
害
の
防
止
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
）

第
１
９
条
　
在
宅
勤
務
時
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
つ
い
て
は
、就
業
規

　
則
第
○
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

２
　
就
業
規
則
第
○
条
で
い
う「
職
場
」と
は
、労
働
者
が
業
務
を
遂
行
す
る
場

　
所
を
指
し
、テ
レ
ワ
ー
ク
中
の
自
宅
等
、従
業
員
が
現
に
業
務
を
遂
行
し
て
い

　
る
場
所
も
含
ま
れ
る
。

本
規
程
は
、令
和
○
年
〇
月
〇
日
よ
り
施
行
す
る
。
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（別紙１）テレワークを行う労働者の安全衛生を確保するためのチェックリスト【事業者用】

１ このチェックリストは、労働者にテレワークを実施させる事業者が安全衛生上、留意すべき事項を確認する際に活用いただくことを目的としています。
２ 労働者が安全かつ健康にテレワークを実施する上で重要な事項ですので、全ての項目に　 が付くように努めてください。
３ 「法定事項」の欄に「◎」が付されている項目については、労働安全衛生関係法令上、事業者に実施が義務付けられている事項ですので、不十分な点があれ

ば改善を図ってください。
４ 適切な取組が継続的に実施されるよう、このチェックリストを用いた確認を定期的（半年に１回程度）に実施し、その結果を衛生委員会等に報告してください。

すべての項目について確認し、当てはまるものに　 を付けてください。

２ 安全衛生教育について

（２）健康相談体制の整備

項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目 法定事項

1 安全衛生管理体制について

（１）衛生管理者等の選任、安全・衛生委員会等の開催

業種や事業場規模に応じ、必要な管理者等の選任、安全・衛生委員会等が開催されているか。

常時使用する労働者数に基づく事業場規模の判断は、テレワーク中の労働者も含めて行っているか。

（１）雇入れ時の安全衛生教育

（２）作業内容変更時教育

（３）テレワーク中の労働者に対する安全衛生教育

健康相談を行うことができる体制を整備し、相談窓口や担当者の連絡先を労働者に周知しているか。

衛生管理者等による管理や、安全・衛生委員会等における調査審議は、テレワークが通常の勤務とは異なる点に留意の上、
行っているか。

健康相談の体制整備については、オンラインなどテレワーク中の労働者が相談しやすい方法で行うことができるよう配慮し
ているか。

雇入れ時にテレワークを行わせることが想定されている場合には、雇入れ時の安全衛生教育にテレワーク作業時の安全衛
生や健康確保に関する事項を含めているか。

テレワークを初めて行わせる労働者に対し、作業内容変更時の安全衛生教育を実施し、テレワーク作業時の安全衛生や健
康確保に関する事項を教育しているか。

テレワーク中の労働者に対してオンラインで安全衛生教育を実施する場合には、令和３年１月25日付け基安安発0125第２
号、基安労発0125第１号、基安化発0125第１号「インターネット等を介したｅラーニング等により行われる労働安全衛生
法に基づく安全衛生教育等の実施について」に準じた内容としているか。

上司等が労働者の心身の状況やその変化を的確に把握できるような取組を行っているか（定期的なオンライン面談、会話を
伴う方法による日常的な業務指示等）

自宅等における安全衛生上の問題（作業環境の大きな変化や労働者の心身の健康に生じた問題など）を衛生管理者等が把
握するための方法をあらかじめ定めているか。

※作業内容に大幅な変更が生じる場合には、必ず実施してください。

３ 作業環境

（１）サテライトオフィス型

別添２のチェックリスト（労働者用）を参考に労働者に自宅の作業環境を確認させ、問題がある場合には労使が協力して改
善に取り組んでいるか。また、改善が困難な場合には適切な作業環境や作業姿勢等が確保できる場所で作業を行うことが
できるよう配慮しているか。 

別添２のチェックリスト（労働者用）を参考に適切な作業環境や作業姿勢等が確保できる場所を選定するよう労働者に
周知しているか。 

◎
◎

◎

◎

労働安全衛生規則や事務所衛生基準規則の衛生基準と同等の作業環境となっていることを確認した上で
サテライトオフィス等のテレワーク用の作業場を選定しているか。 

（２）自宅

（３）作業環境
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※ ご不明な点がございましたら、お近くの労働局又は労働基準監督署の安全衛生主務課にお問い合わせください。   

法定事項

４ 健康確保対策について

（１）健康診断

定期健康診断、特定業務従事者の健診等必要な健康診断を実施しているか。

健康診断の結果、必要な事後措置は実施しているか。

テレワーク中の労働者が時期を逸することなく、ストレスチェックや面接指導を受けることができるよう、配慮しているか。
（メールやオンラインによる実施等） 

常時、自宅や遠隔地でテレワークを行っている者の健康診断受診に当たっての負担軽減に配慮しているか。（労働者が健診
機関を選択できるようにする等） 

項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目

６ その他

（１）コミュニケーションの活性化

ストレスチェックを定期的に実施し、結果を労働者に通知しているか。また、希望者の申し出があった場合に面接指導を実施
しているか。（労働者数50人未満の場合は努力義務）
※面接指導をオンラインで実施する場合には、４（２）４ポツ目についても確認。 

（２）長時間労働者に対する医師の面接指導

関係通達に基づき、労働時間の状況を把握し、週40時間を超えて労働させた時間が80時間超の労働者に対して状況を通
知しているか。

週40時間を超えて労働させた時間が80時間超の労働者から申出があった場合には医師による面接指導を実施しているか。

面接指導の結果、必要な事後措置を実施しているか。

THP（トータル・ヘルスプロモーション・プラン）指針に基づく計画は、テレワークが通常の勤務とは異なることに留意した上
で策定され、当該計画に基づき計画的な取組を実施しているか。

（３）その他（健康保持増進）

健康診断の結果、特に健康の保持に努める必要があると認める労働者に対して、医師または保健師による保健指導を実施
しているか。

テレワーク中の労働者に対し、医師による面接指導をオンラインで実施することも可能であるが、その場合、医師に事業場
や労働者に関する情報を提供し、円滑に映像等が送受信可能な情報通信機器を用いて実施しているか。なお、面接指導を
実施する医師は産業医に限られない。
※詳細は平成27年９月15日付け基発0915第５号「情報通信機器を用いた労働安全衛生法第66条の８第１項、第66条
の８の２第１項、法第66条の８の４第１項及び第66条の10第３項の規定に基づく医師による面接指導の実施について」

（令和２年11月19日最終改正）を参照。

５ メンタルヘルス対策  ※ 項目 1(２) 及び 6(1) もメンタルヘルス対策の一環として取り組んでください。

（１）ストレスチェック

ストレスチェック結果の集団分析は、テレワークが通常の勤務と異なることに留意した上で行っているか。 

（２）　心の健康づくり
メンタルヘルス指針に基づく計画は、テレワークが通常の勤務とは異なることに留意した上で策定され、当該計画に基づき
計画的な取組を実施しているか。 

同僚とのコミュニケーション、日常的な業務相談や業務指導等を円滑に行うための取組がなされているか。（定期的・日常的
なオンラインミーティングの実施等） 

災害発生時や業務上の緊急事態が発生した場合の連絡体制を構築し、テレワークを行う労働者に周知しているか。

◎

◎
◎

◎

◎

◎
◎

（２）緊急連絡体制

【モデル】「テレワーク就業規則」（在宅勤務規程）③
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（別紙２）自宅等においてテレワークを行う際の作業環境を確認するためのチェックリスト【労働者用】

※ ご不明な点がございましたら、お近くの労働局又は労働基準監督署の安全衛生主務課にお問い合わせください。   

1  作業場所やその周辺の状況について

２ 作業環境の明るさや温度等について

（１）作業等を行うのに十分な空間が確保されているか。 

（３）作業中に転倒することがないよう整理整頓されているか。

（４）その他事故を防止するための措置は講じられているか。

（１）作業を行うのに支障ない十分な明るさがあるか。

（２）無理のない姿勢で作業ができるように、机、椅子や、ディスプレイ、キーボード、マウス等
　  について適切に配置しているか。

【観点】
・作業の際に手足を伸ばせる空間があるか。
・静的筋緊張や長時間の拘束姿勢、上肢の反復作業などに伴う疲労やストレスの解消のために、体操やストレッチを適切に行うことができる
空間があるか。
・物が密集している等、窮屈に感じないか。

３ 休憩等について

4 その他

【観点】
・電気コード、プラグ、コンセント、配電盤は良好な状態にあるか。配線が損傷している箇所はないか。
・地震の際などに物の落下や家具の転倒が起こらないよう、必要な措置を講じているか。 

（３）作業に適した温湿度への調整のために、冷房、暖房、通風等の適当な措置を講ずることができるか。
【観点】
・エアコンは故障していないか。
・窓は開放することができるか。 

（５）作業に支障を及ぼすような騒音等がない状況となっているか。
【観点】
・テレビ会議等の音声が聞き取れるか。
・騒音等により著しく集中力を欠くようなことがないか。

【観点】
・つまづく恐れのある障害物、畳やカーペットの継ぎ目、電源コード等はないか。
・床に書類が散らばっていないか。
・作業場所やその周辺について、すべり等の危険のない、安全な状態としているか。

【観点】
・室の照明で不十分な場合は、卓上照明等を用いて適切な明るさにしているか。
・作業に使用する書類を支障なく読むことができるか。
・光源から受けるギラギラしたまぶしさ（グレア）を防止するためにディスプレイの設置位置などを工夫しているか。

【観点】
・眼、肩、腕、腰に負担がかからないような無理のない姿勢で作業を行うことができるか。 

（２）作業の際に、窓の開閉や換気設備の活用により、空気の入れ換えを行っているか。

（４）石油ストーブなどの燃焼器具を使用する時は、適切に換気・点検を行っているか。

（１）作業中に、水分補給、休憩（トイレ含む）を行う事ができる環境となっているか。 

（１）自宅の作業環境に大きな変化が生じた場合や心身の健康に問題を感じた場合に相談する窓口や
　  担当者の連絡先は把握しているか。

１ このチェックリストは、自宅等においてテレワークを行う際の作業環境について、テレワークを行う労働者本人が確認する際に活用いただくことを目的として
います。

２ 労確認した結果、すべての項目に　 が付くように、不十分な点があれば事業者と話し合って改善を図るなどにより、適切な環境下でテレワークを行うように
しましょう。

すべての項目について【観点】を参考にしながら作業環境を確認し、当てはまるものに　 を付けてください。

【モデル】「テレワーク就業規則」（在宅勤務規程）④




